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と
い
う
目
標
を
提
示
。

　

1
9
9
0
年
度
比
で
は
、
わ
ず
か
18
％
の

削
減
と
い
う
、
あ
ま
り
の
目
標
の
低
さ
に
、

国
内
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
か
ら
も
批
判

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
で
も
新
た
な
計
画
の
策
定
や
見
直

し
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

政
府
の
低
い
目
標
で
は
な
く
、
市
が
独
自
の

積
極
的
な
目
標
に
取
り
組
む
よ
う
、
市
の
対

応
を
求
め
ま
し
た
。
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今
年
は
、
12
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国

会
議
第
21
回
会
合
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
で
は
、
世
界
各
国
が
地
球
温
暖
化
防

止
に
関
す
る
2
0
2
0
年
以
降
の
「
新
し
い

国
際
枠
組
み
」
を
合
意
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
各
国
が
新
し
い
枠
組
み

の
提
示
を
行
う
中
で
、
日
本
政
府
も
今
年
の

7
月
に
「
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
2
0
3
0
年

ま
で
に
2
0
1
3
年
比
で
26
％
削
減
す
る
」

　

船
橋
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
は
、
「
船
橋

市
環
境
基
本
計
画
」
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
、
2
つ
の
「
船
橋
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
（
以
下
「
実
行
計
画
」
）
に
よ
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

2
つ
あ
る
「
実
行
計
画
」
の
う
ち
、
市
の

事
務
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み
を
「
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
船
橋
市
市
域
全

体
で
の
取
り
組
み
を
「
船
橋
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画　

区
域
施
策
編
」
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
」

は
、
来
年
度
か
ら
新
計
画
が
始
ま
り
ま
す

が
、
目
標
を
設
定
す
る
際
の
基
準
年
を
1
9

9
0
年
に
設
定
・
堅
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

市
は
、
「
1
9
9
0
年
度
比
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

い
と
い
う
視
点
も
入
れ
て
、
見
直
し
等
は
、

今
後
、
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
2
0
1
1
年
6
月
13
日

に
、
提
言
「
原
発
か
ら
の
す
み
や
か
な
撤

退
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
導
入
を
／

国
際
的
な
基
準
年
で
あ
る
１
９
９
０
年
で
の
目
標
設
定
を

裏
面
へ
続
く
←

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

小
水
力
発
電
活
用
の
促
進
を

【船橋市の計画の位置づけ】

船橋市環境基本計画
（平成23年3月見直し）

船橋市地球温暖化対策実行計画
（第3次ふなばしエコオフィスプラン）

（平成23年3月策定）

船橋市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）
（平成24年3月策定）

船橋市環境基本条例
（平成9年3月）
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436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

11月18日（水）
12月10日（木）

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

　

「
家
に
あ
る
大
量
の
荷
物
を
片
付
け

た
い
」
と
い
う
相
談
が
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
方
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

背
景
に
は
民
間
の
「
ご
み
片
付
け
」

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
財
政
力
が
世

帯
に
無
い
、
足
腰
が
弱
い
、
重
い
病
気

を
持
っ
て
い
る
、
家
族
は
寝
た
き
り
な

ど
、
深
刻
な
事
情
が
あ
り
、
本
人
や
家

族
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

東
京
都
練
馬
区
で
は
昨
年
度
か
ら
、

自
宅
の
ご
み
の
片
付
け
や
分
別
を
手
助

け
す
る
高
齢
者
等
支
援
事
業
「
あ
し
す

と
」
を
始
め
ま
し
た
。
区
の
福
祉
部
・

健
康
部
・
環
境
部
の
連
携
事
業
で
す
。

　

福
祉
部
や
健
康
部
の
担
当
課
が
ご
み

出
し
の
支
援
が
必
要
な
世
帯
を
把
握

し
、
支
援
が
必
要
だ
と
認
め
た
ら
、
当

該
世
帯
や
親
族
の
了
解
を
受
け
た
後
、

清
掃
事
務
所
へ
「
あ
し
す
と
」
の
依
頼

を
行
う
。
住
居
内
で
の
分
別
と
運
び
出

し
は
本
施
策
業
務
と
し
て
無
償
で
行

う
。
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
45
ℓ
1
袋

に
つ
き
2
0
0
円
と
し
、
生
活
保
護
受

給
者
に
つ
い
て
は
免
除
処
理
を
行
う
。

こ
う
し
た
制
度
で
す
。

　

9
月
議
会
で
「
こ
の
よ
う
な
制
度
を

船
橋
市
で
も
つ
く
れ
ば
、
困
難
な
状
況

に
あ
る
市
民
を
救
済
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
、
市
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
有
料
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

あ
る
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
福

祉
・
保
健
の
担
当
課
に
よ
る
支
援
を
実

施
し
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
し

か
し
実
際
に
は
「
生
活
保
護
者
が
居
宅

か
ら
高
齢
者
施
設
に
入
居
す
る
場
合
」

「
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
で
あ

る
場
合
（
費
用
は
本
人
負
担
）
」
な
ど
、

市
が
支
援
す
る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
へ
の「
ご
み
片
付
け
」支
援
制
度
の
創
設
を

市
「
高
齢
者
に
あ
っ
て
は

　
　    

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
を
」

←
表
面
の
続
き

国
民
的
討
論
と
合
意
を
よ
び
か
け
ま

す
」
を
発
表
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
積
極
的
な
活
用
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
議
会
で
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
活

用
す
る
た
め
の
専
門
の
部
署
を
設

け
る

・
施
設
の
規
模
に
限
定
せ
ず
、
全
て

の
公
共
施
設
で
50　

未
満
ま
で
の

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の

設
置
を
検
討
す
る

・
西
浦
下
水
処
理
場
で
実
施
し
て
い

る
小
水
力
発
電
の
実
証
実
験
の
継

続
を
検
討
す
る

な
ど
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
電
気
・
都
市
ガ

ス
・
熱
供
給
事
業
の
一
体
的
全
面
自

由
化
を
狙
う
電
気
事
業
法
の
改
定
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

原
発
、
石
炭
火
力
発
電
に
依
存
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
な
く
、
地
域

が
主
体
と
な
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
は
か
る
よ
う

求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

　

結
局
、
支
援
制
度
が
あ
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
重
ね
て
制
度
の
必
要
性
を
訴

え
、
「
困
っ
て
い
る
市
民
は
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
問
い
質
し
ま

し
た
。

　

市
は
「
支
援
が
真
に
必
要
と
判
断
し

た
場
合
は
、
行
政
と
し
て
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
き
た
い
」
「
高
齢
者
に
あ
っ

て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
を
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

憲
法
13
条
に
は
「
す
べ
て
国
民
は
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
あ
り
ま

す
。
ご
み
に
囲
ま
れ
た
部
屋
で
暮
ら

す
、
動
く
に
動
け
な
い
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

後
も
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

練
馬
区
で
は
支
援
事
業
を
開
始

Kw

ミニにゅうす　2015年11月２日 No.855（２）


